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機能の出現
機能変換と維持
-機能は、υましぱ変換する。烏の羽は、 当初は体温調整のために出現
してきたと思われるが.それが飛ぶための器官に変容する。E置の局面で
l主体温調整に活用され.後に飛ぶために活用されるのかもしれない。発
達の段階で異なる機能として働〈可能性がある。
-各部分のいずれかが破損したと吉、ハイパーサイヴルl立、その部分を飛
び越してハイ，{ーサイウ}~を維持すること(滑らかさに欠ける]もあれば.
代替部分を参加させてハイパーザイヴルを維持することi余分な動作が
入っている)もある。またハイパーサイヴル全体に過度に緊張が出ること
もある。
-機能性の出現と.生命の出現l主相当に異なっている。生命の出現は、
一般にオートポイエーシス(自己制作lの定式化にしたがう。その前安の
もとに‘ J、ィパーザイヴルが出現してくる。当人からみれば.なにか「うま
く行っている」と感じられる事態である。この局面が、「機能的自己の出
現となる。この自己の感触と各部位の作動とl立、次元的主ずれ由ある。
課題
-機能{特定動作、特定認知lはひとたび成立すると、 自己維持のため
の巨大な仕組みを備えている。抑制は、機能性の出現するさいに、
内的に関与している。
・治療的介入は.短期的に効果があったように見える場合でも.すで
に自動的に進行している「変容した機能の自己維持」に巻き込まれ
てしまう可能性が高〈、多くの場面で病態は‘病態そのものを維持し
ようとするように働〈。
・損傷した機育刷機能不全、機能変容]を常態へと回復させようとする
介入は.はたして効果的なのか。どうしたら効果的であることができ
るのか。
J、イ1¥ー サイクル(Mアイゲン)
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機能性の維持1 機能性の維持2
-機能性がなめらかにの自た己め維の持コさスれト削るた減めであにるは。、いくつかの条件がある。
一般には担軽能維持
-速度の自動調整と肉的調整(フィー ドパ、ノヴ)間触媒機能 -機能性の出現とともに、発生的には当面活用しないが、潜在的には可
-機能的最短{無駄なことはしない} ここに仰制の仕組みが入っている
な能かがでにあら別現る様実、でと伎もいをあう形り領う成域るすを領る形械こ成(と発すで達るあ的。り発潜、生在可能・性発性)を達の残と限しはて定、い多でるくあのこると可が能、あそ性るのを。さ惜なて
とば免語て考身柑疫需え体がら拡のし机山自多る分喝圃自そを苦身の抑叫のえ楊5込身合も体に1ιをS4牛皐、観J舎自湿の己帥択嘗だ的舗釘点M8留に5叫置定首歯止す:をれ簿通いるすうばl二止作町身自動議分体すのがる身幡、止ニ体東時とるのもを}あえれぽ倒 -起現動する可機能能性系にが何あ段る階。に(たもと作え動ばの発度声合}いを調整できるような段階性が出
-こえのる段。快階/性不快fをN指、不痛標快みす、のる痛身指み体標と後内は能感対領が応績そしなれはいで、独。あ仰自る制。にし凶成か:、立過し身度て体にい機なる能らよず部うに‘位無見の反
-動くことはできるが、動かないままの状態を維持することから、現動性と 起動段階と応でもいけない中間領域{中庸)を繰り返し形成し.制御する仕組みのこ
潜在性の区分が生じる。か潜抑ら在制一的の貫に仕しは組て可みシ能はスで、テ潜あム在るを性、理とを論い出的う現領にさ域再せを構るR成S。成発する生る楳的。 とである.には当面活用しないが、
そうなると開制の仕組み
題が生じる。
抑制1 抑制2
免輔同叫〈官免狙の疲良町能さの抑Lの・吻豊仰能臨舗到、制るは由以時附来上泊はなで棚同りあ細aる目不，問聞やス全〈分異柑症泊物の、醐，をヨ一司て食ついペ副でるM『，醐ζ現と日在でE叩あ趣明出gりkの分』、問四方い解題向かし時附てっ挙随い作喜動費 -胞こ激可の能抗は段な原、T階状リ細セで態胞プはとに事え、なよー外りるか(的ダたらにブめの反ルの刺応ポ学激すジ習をる子に受仕ィなヴけ組っ細とみてら胞はいな、まるい寿だ。と命こな1こ孟死いで3去。生そ4しきこて日残でiし.個るまこT別うの細。的間こ胞にのに前分T刺駆細化
体l立、キラー細胞[実動部隊)とへ)~J (ー細胞(補助部隊}に分化する。
として，舌用することであったと思われる。免疫内のマヲロファ ジーと貧食
.T細胞は、MHC分平に結合した形やか成T細たし胞ち、抗で原抗の原リセ多をプ識徴ヲ性別ーにしは、対非、自己ペプチドを細自胞己に防は御そ的うにし働た〈食点機で能、やがが強てっ防てい御る系。とそしうてし機た能食化ベしるたこもとのがと、思間わ後れ的るに。
a必し再離織し成て活す性るこ化とさでれ多る機。抗性体を 、 応遺す伝る平。を繰り返
-主要な細胞はT細胞とB細胞である。T細胞は細胞内に侵入する細胞に
• T細胞が作動するためには二種類のシグナルが必要である。抗原受容
働きかけ、B細胞は細胞表面に接近してくる細菌や物に働きかける。T細 体が抗原と結合したことを示す起動用意シグナルと‘繍助受容体やサイ
胞の前身の細胞は、骨髄中の造血幹細胞から分化し、胸腺の皮質に集 ト力イ、てンもかT細らの胞生は理作活動性しなシグナルである。この二つのシグナルのどちらをめられる。ごこで無反応な細胞やのベつまくなしに反応する細胞は.除 欠L い。
去同さ時れにる生。体ごのこで主は要ほ組ど織ほ適ど合に性反複応合す体る(M細H胞Cだ)分け手がと:選弱り〈反分応けらすれるTる細が胞、 -抗僚を認識しても.抗原に応じて特異的に反応しない免疫仰伽l細胞があ
のみだがと集認め定らすれるるT。細生胞体は由除来去のさ抗れ原るの。提示を受けて、生体そのものを
る。
外的
抑制3 抑制4
姐ー識2自の7の1範E2酬帥ea4惣，7Jの作5はI術りJft出セ外ゴすd来ト品.酬錨拘に在摂3K札る箱摂哨E路M長剛官めL祝腕シ叫陥グiナ主勝酷ル主同主す量棋っ材産て師I調7をf帥諸噛E官J  
-視聴覚性感覚は一般に世界との反応であるが.アスペルガー (高機能自
閉症)，注意障害には、多くの反射反応が残り、感覚の仰制が不全だと考
通えら、れ共感る。があ成ま立りしににもく多いく。の二とに反応するために、他人との聞での意思疎
-これに対して触覚lま、反応を抑制するのではなく、刺激を感じ取らないよう
に無視を行う。こニが認知性の「無視」であり.運動と連動する器官である
ために‘運動の維持に合わせて、事くの段階の無視を行う。これは機能性
-こニ一こと実もで効あの起れ特動ば徴系起との動しなてしかはなにい.認選ニ知と択も機性あ能がるを生とまいもれうな隙てう聞系いがるでと形は考成.認えさら定れてしるてい。もるこ起。動する
ぎのら維つ持きのはた、めのf積短的無視隼Jである。机を機ぜるときに.机の表面の
る れる、。るこ。う認し知た事
2500-3500程度の判別ができる。認知的判別としては相当
に細かい。撫ぜる速度を上げると、瞬く聞に判別ができなくなる。運動中
態を観察者から見れば、認知機能そのものの準独立の領域が形成さ の触覚は、運動の継続のために必要な認知しか行わないようである。
れ簡単、認に知は系起の動成し立ないとなよるうに。澗免l疫制系されのて場い合るに。は‘何重にもへッジがかかり、 -身体肉感の欠落では、恒常的な緊張が出やすく、その場合の動作にはOまたは1という仕組みとなり、聞の領域がなくなる。これは調整段階の欠
落である。
第七回人間再生研究会 
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発達的抑制1
-神経団路網の形成・再編には明確怠モードがある。
'1)神経系回路網(ニュー ロン才、ットワ--7)は、当初複数の機能回路をも
つ。たとえば手を動かすとき.その機能に対応する回路は複数ある。こ
れたてとしはまえ神いば経1経チ歳路ョ程キ網度のでか機l立た能、的特定化がいまだ起きていないことを意味する。ジャンケンのチヨキでは周囲の指が一緒に勤い
て .チョキ たちがうまくできないことが多い。未熟期では.神
経系と筋細胞l主、複数の神経系が閉じ筋細胞に接続するように出来て
いこる回の可る路と。能だとき性けこ特がる定残高がのい神り回、経。他路系は網の消だ再iけa編がしにて顕よい在っく化のてし、か筋、は他細.は胞よ潜くとわ在のか化接らす続なるはいの特。か定消.化滅特さし定れてのいる。
• 2)神経回路網の再編では臨界矧があり、それぞれの機能に対して.臨
界行大ば期動吉12なの歳作困でを時離超は期がえ7f長歳てあ過前るはぎ後。じれまめばでて.に神も再は経編や網再は杢終形編わ成はっす極てるめおこてとり困は、難そ.れに絶な以望る降的。のに言疾難語患しでいにあ。はれ歩
神経団路の再録成
-ー~Dーー で圃-でー『てー『・ 〈ーコ ・4砂 婿.する・・;来黙巴 1A 二Pぐ.. "三 Jaι，一一正面u ..--.-..邑ー ___..、・0;; 肘岨抽岨・
J・巴一司ー “- ，--‘ ， .姻圃・e。担‘.. ， 
同 副 閥・ 、~:) 
発達
区亙コ o ;1'''l..._ ~子---.豆‘ 4一一­・附輔 ←・~~ト<:'::;"同ーの同開
閉崎勝成 :1"1. ~〆~
・ヨ，..-司、-.・区・‘ヨトー ・ー4・・
進化的変容
-有ロゴ機ス構l成が一誕一生回し世た紀と末きかのら大1流9世行紀語初で頭あにり、か「け体て制.」「「生有物機学体」制{ピ」オ「有= 
機ンは」性自の」己訳と維訳語持語でのあが仕るば組。らまみばたでらそなあこのりに、で構多気く造づの的吉肉なに容抑〈がい制盛がのり、仕込「才組ま一みれガでたニも。ゼー シヨあ基る本。的に
'1)損傷が起きたとき、周囲の器官が機能代替を行う。
• 2)特定の部位が膨張したとき.隣接する部位の縮小が起吉る。
• 3)各器官は特定の機能維持のために共通の特徴を帯びる。
• 4)組織は組み込まれた器官によって外形は変化するが炎症時には
同じような病態となる。
発達的抑制2
• 3)この再編にはニつの仕組みが関与している。 つは回路網の配線
抑つンがマ変制はア情わ的ミ報る回ノもの路酪の絹受酪でけlのGあ渡A除りB去しA.のl余のがモ章あ分ーIJとり子ドな.メがGっカA変てニBAわいズl主るム幼神もは少の経良期で回〈に興分路は奮か網興性っが奮てゲ除性いJ去レでなヲさいミあれンる。る磁もが。うと.こ一ガ再の
編矧には抑制性として働〈ことが知られている。
-機まざ能ま系なのモ聞ーはド.がカ出ッ現プリングであり、カップリンゲの度合いによって‘さ
する。特うプ定ロの4機能系だけが特化l.他の機能系
の形成・再編を解除してしまう セスは.多くの発達障害で見られる。
(サヴァン・イディオツ卜)
ネットワー ヲ再・ *剥シナプス骨除去
災鳳..・2・・・・・~J. 抑・・シナヲ'A 小・・&・・-.，nA
庁¥
~，~ 
損傷による抑制
-力学的有機構成一一特定の部位が損傷もしくは衰弱したとき.すでに周
囲はそれを補って.機能維持をおこなっている。疾患部位の「望号響最小
化」という戦略である。疾患・病態とは.システムの自己治癒の最大の努
そ力「構この造に結的は果な自で抑己あ制維る」持。がつの働ま仕くり。組病み態がとは健常とは異るのなでる.均病衡態維を持曜のことであり、関与してい 維持しようとする
-力学的コスト削減一一病態が一定期間維持されれば.その状態での起動
部性も.位は病を、態安最は定小み化ずすしかよるらうシとをスす繰テるムり抑返の制す本が。性こおでれのあをずるフと。ロ働本イ〈人卜。はが病「治態死りのはた無本い駄能とを」希だし望となし呼いてん。い慢だて。
-均衡回帰一一外的介入に対してl土、それによる機能システムの変化を最
テ一動小ム般す限全るにニ体留「抵とでめで抗変よ」自う化と己と呼をす維緩ばる持和れさするまる。ざ、治等ま治すな々すべ抑。べき制き部的部位戦位に略を介が無入お視しのしたてずと反とき起応.月動すIjのるす部.る機。位こ能をれシ起がス
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介入による抑制解除1 介入による抑制解除2
-病態とは、既存の機能維持のためのシス子ム的戦略なのだから、何に -機能回復とlま別の仕方機能を部分間のハイパーサイヴルのI'J産物だ介入するかによって、治療戦略に遭いが出る。 と考えると、機能を回復させるのではなく.参加する起動部位の連動だ
-起動部位集合のリセット一 通常の機能性の範囲の部位を治そうとす けを形成してみる。それによって結果として機能の回復がなされる可能
るのではなく、病銭的安定を解除するために、現状の部位集合のあり 位がある。機能面で言えば、鳥の飛ぶことの回復に代えて、体温調釜
かたを人為的に変更し、新たな部位集合を立ちあげて、エヴササイズ 機能の回復を行うことで、結果的に飛ぶことの回復につながるような仕
のなかで部位の再集合化を実行させる。二のときあまりにも広い部位集 組みがあるに違いない。
合を探ると機能性部位のリセットにならず、狭すぎれば病態部位集合 .::こで考えようとしていることは.外的に密よ樺びl外カ密ップ)なリ関ン係グへのの活介用入でであの構造安定化に引き込まれて‘ 1)セットにならない。ここで『介入の最近 あり、直接機能回復に向かわないこと、お
接領域Jが問題となる。この場合には見かけ上『名人芸」となり、 「おの る。ずと手がそニに行<J。
-動作部位の運動モードの変俊一一病銭的運動モードが安定している場
合、運動のモ ドの別集合での起動を作り出してみる。健常モ ドに戻
すための訓練ではなく、樋傷部位を動かしゃすい別の動吉を作り出す。
できればカップリングの関係にある機能部位の集合を作動させる。機能
性のリセットの誌みとなる。
神経系損傷による抑制1 神経系損傷による抑制2
-神経系の再生を目指して機能的訓練を行うさいにはや、間(1にi新合たっなて神い経屯細胞
-脳神経系の燭傷の場合、ただちに繍傷部位から大量のノイズがでるの のR~成はない経、回(2路)神の経形割成問のは再、編一の時期に1立、もは 、ない‘刷当す新るた緬な神 、 般には起こりにくい{機能的特異化に相で、ノイズを除去するために慢傷部位が起動しないようにブロッヴ化が 組織化を行うには条件が足りていない1成人の場合、ほとんどの神
起きめるる。仰で制きでるあだるけ4反応しないようにすることはノイズの発生を最小に 経綱l主、すでに機能的特定化を受けている。留 。
-期さかれ待りにたすま神るま経)、に網(2な)の未っ再決て生定いがのるあ予神る備経と回綱す路のれをあば浮る‘かよ(1う)びすな上で機がに能ら形部せ成位るさにかれ働{て神きい経かて可け、塑る潜性よ在にう化に-同時にその部位で行っていた機能を隣俊する部位で代行しようとする
機能部位代嘗が.おのずと生じる。
-機能系の撹乱機能系の回路が混線することで.手を動かそうとすれ して.新たな神経団路を形成するかになる。そのさいには動機き能がだけが最
ぱ肩が前に出るというような機能系領域の変容が起きる。あるいはあま 初から出現することはないので、無駄な鋤き.不自然な 入っていて
りにも多〈の機能系が同時に動き出そうとする。動作l順序の揮乱や多 もば、自と動も回か復くもす起る動と可い能う.な可神能経l綱はのほ領ぼ域なをい動。か(3す1こよこりかならい先。は横発傷達がと起類き似れ動性動作となる。
-損傷部位関連の動作を実行させれば、対骨lでの代替起動がおのずと したブロセスを経るよすりるな神い経。団す路で網にを発ど達の的よ特う異に化してを綴完り了合しせているのる部か分。と、
進行する.(脳神経系レベルでの利吉手変換) 新たに形成しようと
認知的動作誘導は何を行っているのか 意識とし巧機能性
-す1)動る作。に注意を向けることで.起動昔日{立に出やすい反射的緊張を抑制 -認知科学的な意識研究(1980-2005)は一つの壁に当たっている。現状で
.2)通常は意識下で進行している動作を意識の管理下に置くことで、一つ 経lま展系部開位力をが特な定いすのるでこあとるは。意でき識なをい単。独意で識取はりお出そしら、そく単れ独にの対働応きすでるは脳な神
初こ一んつよなりの仰こ動と制作をすの行る区うこ分とをは行つまいうずじなてがい動ら。作動を作形を成進し行よさうせとるす。る動が作、制自御宅のに帰幅をれ当It、
L、。
-意識、Iウ意のリ識ス機のト能フ自性・己コとッ感しホて知)、と(ヴ未しオて来リ特へア徴の)(チづ予ヤけ知ら能れマ力て、ズい能lる、力。反のこ応れ全を体ら遅は的ら、釜せ多合るく性働の(心き子.・的ネ保機ット)
.3)局所的動作の回復訓練I立、マヲロなネットワーヲに組み込まれたとき 持
変る容lしてずしでまあうる。ここでも既存の状態を維持しようと強い低杭が出現して 能{短期記憶へのアヴセスの促進、知覚したものの分類、意思決定、行
いま 。
動トッのプ計ダ画ウ、ン動型機注づ意け、、創復造維性な‘課推題測の、推学理習等、問々題)にのか検か出わ、る時付の帯指機標能づとけし、
.4)動作制御の変数を増やす。たとえば歩行時の視覚告ーゲツトによる調
整メー機ジ能をを連多動変さ教せ化てす、訓る。練発に達現障実害感のを場も合たには有効である。また動作イ て、意識を設定できることを意味する。しかしいずれも意識がつねにせる。 伴官主っでてあいるな二とけにれなばる働。かないわけではない。すると意識とは、随伴調整機
.5)!IiJ作肉感(動作内の気づき}を喚起し、呼び出す可能性はある。
.6)動作形成に起二る過度の焦点化を解除して、選択肢をt広大する。 -意識とは.跨踏(遅延)の別名である。[荒川修作)
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意識の出現
意識の働き1(調整機能仮説)
. !鑑聖職が杢あ健る。常ま者た、と患ニ者ま、で老進人化そ的れにぞ遡れるでこ閉とじが按で酢き群るだかとは考、え明る確ニにとでにきはな図い。
電g官金a展1謝と韮聞し開はてすての四蚕忠叩E司側1九E三そ筆f，.:問のきろ抽寄たうと金し出毒ルて空疋じ出ま勺冊る現にの仕多しが目て〈え実きの叩杭剛た機の士能叩で雪耐量ぃ慢aM.柵UをL鰹至L当て初膚聞間現援紋のい関に問う節近機時機い性能核仮事
'1)意識は注意の分散を行う場であり、場として多くの働きを並行させてい
る。触覚性の働曹を活性化させるさいには、;主意の分散を並行して行わ
せることが必要となる。人見直理の言う『デュアル・恒スヴJの組み立てが
必要となる。足を動かす訓練を行うさいには‘手摺を触る手の骨lに注意
をを行向うけ。て、足の訓練を行う。眼で見ている位置を変えながら、足の訓練
-人聞の意識は進化的にlま過形i成成(仮大鹿のiつツノま)りで意あ識り、余分な働きに進ん
で能し性まにっ付たき可ま能と性わがれ高ていい。る{過。 説 はつねに誤用の可 -機て能、意と識はは、す分で散に つのl働働き吉の集約のことであり、機能化したものに対し化する をもっ。
-発なかり後い達のに。機障=出害能の現児群場すのと面るし意でもて識意の進を識の化、のな的定『かに常最で出発小再現達特編しの性さて人』れきとのた、い意再とう識組音課、と織題よ閉化がりじさ出前だれてにとるく出考る。現え(。再る意す編こる識のともがは仮のいで説はくき) つよ
• 2)意識は、みずからの範囲をみずから決める。余分な感覚を嶋界の外
に区分区し分、をまみたず身か体ら動で作行のう場合のように、関与するものと関与しないも
のの 。
'1・1)慢性化した半側無視1<1:.この働きにかかわっている。視野を限定す
-意的識であはる.本。来的に焦点化の度合いの調整を行うので、基本的には抑制
るような働きをつうじて、意織は自己維持の可能性を高めている意織
の自己維持の代償が、半骨l無視である。
意識の働き2 意識の働き3
.2-2)意識に1立、時として他の心的要素との関連付けのできない感覚・知 • 3)意識は.集中ー解除の度合い、あるいは緊張の度合いを調整できる。
覚要素が混入する。多くは意識の範囲外に排除されている。ところが反 こいのる度。合いの副墾が出来なければ、多くの場合「意識障害』がともなって
復幻的覚に・幻出聴現のす出る現要と素意に識よそっのても、意の識のの境境界界のそ不の安も定の化が揺らぐことがある。
-意識緊張を解除するさいには、強度の共振(花村総ー)を用いる。緊張ー
-意多識くのの日境本界人はに.は相言当語に音多〈のして幅1が立、あ当り初、たはと聞えこばドイツ語の低音部は、と えない。
解させ除るの。ラインの娠幅を大きくして、その連動のさなかに制御変数を獲得
-意識を要素の統 的なまとまりを克一保性伍のすモるー機ド能がだあとるすこるととに(エなーるデ。異ルなマ
-意品とマこう開四して言r5礎僕誌つ時明をた聞食ちA山は楠は能るζ界1ノとつの崎スhのs教テ.. 即山務ムu仁主」出J時』リ方マ『ズマす.ツムッる開い相チをー』』『1反食2銀S酎事侮叫tるこ1叩7とで手$t作官が曲動2倍す目素にる晴なニ出りる
ン)-意識には多くのまとまりや統 。 る
救出る。
まとままりりのモードデへルのマ移ン行のはデ‘工ルーはデ、ル統マ合ン失の調モ症デをル明でらはか解に明出で来きななしい。っこのエー モ 」
-意こと識を緊治張療がと、す身る体方緊法張はに成連立動すするる。こ{成と瀬が悟あ策り、のこ動の作連療動法性}意に働識き緊か張けをる解
除するさいに、身体の緊張から介入する。
意識の働き4 意識の働き5
'4)意識はみずから自身を組織化し、みずからをそれとして一つの状態と • 5)意識は‘みずからの働tきンをを感もじっ取。る。オートレファレンスから、セルフレ
状して態維と持してしよのう半と骨すl無る視。こでのあ点るも。{半慢恒性l無期視半に側つ無な慢がとるは。、急異性な期るの性過格渡をも的 ファレンスまで幅広いスI \/~'t.?(予ヤーマーズのヲオリアのその一つである。)
つ。) -自己意識[意識の意識、意識についての意識)とは、本来意識の働曹を感
-こがの寄組与織す化るの。そ働のきとをき回呼復吸すをる活た用めすにるは。、意識の作動速度を遍くすること 意じし取か識るしをなこ理とが解でらしあ自てり己き.認たそ識近の(代大自の半分経がで緯「自気が分づあのきるこJ。でとをあ知るる。つ)こまとりに調な整ぞ能ら力えてであ、自る己。
'1分間lこZ度程度の呼吸数にする。そうすると意識そのものの鎗郭がくっ
き織りのと身浮体か表び現上やが舞り台.ま『小た世町風界伝の』織{太郭田が省くっ吾き}でり試と浮みかたびの上がが、意る識。大の野速 -調自覚整と能は力、を自高分めのることとをで知あるるこ。とではなく、働きを感じ取ることをつうじて、
度を遍くすることである。
-認知運る動数こ療をと内法で的のあ、認り外知、的動のに作大獲の半得肉はす感、る行とこし為とてので掴起あ整動る能。の力たをめ細の分選化択す的る手こ掛かりを-臨済宗の座幻禅覚で・幻は聴‘意が識でるの。遅西延国を幾短多限郎的がに活活用用しすたるの。そのとき何度も 獲制得御す変 とである。
繰る。り返し. はこの経験であ
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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意識の働き6
.6る1疑意い識よはうそのれなじさたをいもがっ出。こ現とすにる世こ界とのが現.世れ界とへと地続きになることだとす
地続きである。
-と人こ性ろlが生現じれるはこ.とにがじありる寄。るこようしなた感事触象l強迫性)や疎遠・疎開の感触(.
l を現象学の内部で吸うことは離し
い。
-まうてがたいな意るいい識か。をは意プ知変ロ識り化セはょすスう自るのが分さ怠い自な〈身に、かプの同にロ変時あセ化にるスも再にの鈍編さは感さ怠れ、でかプるあのロがり調セ整ス働再の{吉編気のさのづな一結きか部l果をでし行何かうが知こ知起とりょきがょ
で吉るだけである。
意識の活用
.1)注意の分散の場所としての意識の働吉.分散のさなかでの連動の働
きがある。lデュアIk?スヴの活用)
・2)意識の速度を遅くする。それによって自分自身との隙聞を開しあるい
は速度に変化を付ける。それによって脳神経系の選択性を関心0ある
いは1で反応してしまう動作に間や隙間を入れていく。動かない腕をゆっ
〈り動かし、動吉の肉感を感じ取る。そのことと肉感の感じ取りが間に合
わない速度で動かし.意誠の関与を伴うi動作と意識の関与のと.もなわ
ない動作を交互に繰り返す。速度の調整。
・3)緊張弛緩のラインに多〈の段階を作り.緊張を一つの制御変数として
活用する。
意識の副産物
-ポ1)意識の焦点的働能化l焦点化すれば.焦点化したことしか改善しない。
1¥ー スからの批判)。介入箇所に意識経験を向けてはいけない。
.2を1高物めに触るさいに、触っている身体に意識を向けることは.身体の緊張
、身体の菌白書の形成を変容させる@
-触覚効誠性にが感成覚を引さ.発れく限達るり。ドこでラれ.イ最ヴらもは、記良潜〈憶在形.的成動I作等々は.意識が隠れる分だけ.
意有 形身 二さはれ経る験領の援ほがとあんるど。の匪賊である。
